
最近の日々の生活 

 

相吉達夫（松戸市） 

 

今年の3月いっぱいで長年勤務していた仕事を定年退職しました。 

生活に余裕ができて愛犬と一緒にいる時間が増えました。ここで、愛犬情報を入れさせていただきます。 

犬種はフレンチブルドッグ、体色は白黒のぶち、年齢2歳半、名前は小次郎（先代が小太郎だったの

で）、散歩が好きなので、自分も良い運動になっています。 

 

 そんな通り一遍の生活だったので、なんか刺激がなくて現在はバイトをしています。 

そのバイトは家から徒歩圏内にある農園です。そこでは主にブルーベリー、ジャガイモ、サツマイモを 

栽培していて、他にも小規模ですが様々な季節野菜を栽培、販売しています。 

もともと体を動かすことが好きなので、疲れますが充実しています。 

そして、病害虫を生で見られることやバイト仲間に千葉大の園芸学部の学生さんが多数いるので、 

非常に刺激になり勉強にもなります。 

 

 また、自然観察ちば関係では去年の7月から昭和の森のビオトープの会に入会させていただきまし

た。ここではビオトープを目的とした主に田んぼ作りや池の整備などをしています。往復2000円以上

かかりますが、「ジム代を払っていると思えばいんじゃない」と冗談を言われています。 

毎回泥だらけになりますが、途中や終わった後に先輩方が持ち寄ってくださったおやつをいただいて楽し

く談笑しています。 

 

 5月からは流山市の古間木地区にある休耕田再生プロジェクトにも参加させていただいています。 

ここでは休耕田の一画を草刈りから始めて田起こしをして田んぼ作り、苗植えをしました。この繰り返し

で徐々に広げていくそうです。 

まだプロジェクトを実行して間もないので、皆さんと試行錯誤しながら進めています。 

作業はハードで多少疲れますが、休耕田だった荒れた農地がだんだん変化していく様子がわかることや、

農作業をしながらサシバ、オオタカの容姿や鳴き声を聞けるという素晴らしい環境なのでやりがいを 

感じます。一方で問題点を強いて挙げれば、もう少し作業をする人が増えてくれたら有り難いのですが。 

 

 また、休みの日には以前から続けているウォーキングをしています。コースは車で10分の都立八柱

霊園です。外周路が約5㎞あるので、時間がある時はだいたい2、3周歩いています。 

ここは都立公園ということもあり四季折々で草、花、樹木、昆虫、野鳥を楽しめ、そのたびにグーグルレ

ンズや図鑑で調べるのですが、残念ながら覚えては忘れの繰り返しで、なかなか前に進みません。 

真夏以外の比較的涼しい日は、冒頭にも書きましたが愛犬も一緒に連れていきウォーキングしています。

その成果で心なしか最近、犬が筋肉質の体型になってきている様に見えます。 

 

 このように、最近は敢えて体を動かす生活をしているので以前よりも体が軽くなった気がします。 

 

会員の広場（２０２６年７月）



意外に可愛い野菜の花 

家庭菜園を始めて 30年近くなります。種を蒔いて収穫するまで見守って、最後には品種ごとの違いを舌で味わ

うわけですから究極の植物観察と思っています。 

野菜の花は花卉園芸植物と違い花を目的にして品種改良したもの殆どありませんから、野生原種に近い状態にあ

ると思います。素朴な感じで可愛い花、珍しい花を見ると何か得した気分で農作業の疲れが癒されます。 

以下は菜園に咲く花の一部だけですが目についた順に紹介します。可愛いと思いませんか 

   

ニラ        ユリ科 ラッキョウ     ユリ科 サツマイモ  ヒルガオ科 

   

オクラ     アオイ科 ゴボウ       キク科 ゴマ       ゴマ科 

   

コンニャク  サトイモ科 ジャガイモ     ナス科 ニンジン      セリ科 

   

ラッカセイ   マメ科 ゴーヤ        ウリ科 トマト      ナス科 

                                佐倉市   坂本 文雄 
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等々力から見えたもの 

等々力渓谷を初めて訪れた。武蔵野台地の南端を矢沢川が浸食してできた約 1㎞の渓谷で、東京都の名

勝に指定されている。東京都23区唯一の渓谷で癒やし、憩いのスポットとして知られる。倒木処理のため

閉鎖された令和5年7月以来、約3年ぶりの令和8年3月末に渓谷の遊歩道が全面開通したこともあっ

て、平日にもかかわらず訪れる人は少なくなかった。 

等々力は都内でも難読地名の筆頭と言われる。東急大井町線等々力駅を降りると舗道に埋め込まれた渓

谷への公共サインがひときわ目を引き、街と渓谷が一体化した様子がうかがえる。周辺にはしゃれたカフェ

や和食店には渓谷メニューがあって、訪れた観光客を喜ばせる工夫にも余念が無い。 

矢沢川に架かるゴルフ橋から渓谷へ降りる階段は狭く、人一

人がやっと降りられるほど、加えて渓谷の遊歩道は対面通行が

厳しい箇所が多く、大勢の観光客向きではない。渓谷を流れる

川のせせらぎの音、川を渡る風が当日の気温30度をぐんと下

げてくれ、暑さに慣れていない体の熱を奪って吹き抜けていく。

「しばし都会の喧噪を忘れさせてくれる」の表現がピッタリくる、

絵に嵌めたようなこぢんまりさがちょうど良い観光スポット。古

墳、不動尊、不動の滝がそれに加わり、歴史に触れることもでき

る。 

この日は梅雨時の貴重な晴れ間。犬の散歩、若い男女のカッ

プル、友達同士、老夫婦、一人で訪れた外国人など様々だった。渓谷の中程にベンチが設えてあり、若者たち

が肩寄せ合いながら座り、吹き抜ける風とせせらぎの音に身を任せ、楽しんでいる様子だった。 

世田谷区は等々力渓谷を中心に多摩川、矢沢川の崖線デジタル

マップ「国分寺崖線デジタルパンフレット」を製作し、観光客のガイ

ドマップとして役立てている。製作に当たった公益財団法人世田谷

トラストまちづくりの姿勢から、渓谷の環境を守ろうとする姿勢が

如実に伝わってくる。「多摩川が 10万年以上の歳月をかけて武蔵

野台地を削りとってできた段丘とその周辺に残る樹林や湧水など

の自然環境は世田谷区のみどりの生命線として貴重だ」と断言し

ています。 

そのほかに、東京都がまとめた「崖線の緑を保全するためのガイ

ドライン」（平成24年3月）は多摩川、野川、仙川にそった国分寺

崖線の緑は区市町村界を超えて連続し、東京の緑の骨格をなして

いる。加えて都市化の進んだ東京の中で貴重な空間であり、国分寺崖線に着目して、その流路を保護するよ

うにとうたっています。 

このガイドラインは多摩川流域を中心とした関係8市（青梅、羽村、福生、昭島、立川、国立、府中、調布）で

構成された協議会がまとめたもの。 

さて、江戸川、利根川に囲まれた千葉県は河川崖線のみどりの保全について、県や市レベルで言及はある

ものの市民からの声がどれだけ届いているのか気になった。（松戸市 藤田 隆） 

 

湧水と地層が見られる 

 

せせらぎを楽しむ 
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茂原公園 とある日の保全活動 

 

 筆者が代表を務める『茂原公園自然愛好会』（茂原市認定市民活動団体、茂原市景観づくり活動団

体）は、茂原市との間で『茂原公園の管理に関する協定』を取り交わして、同公園の生物多様性保

全に配慮した管理に取り組んでいます。そんなある日・・・ 

 

１ 梅雨の里山、チダケサシがきれい！ 

茂原公園の第２保護区は、１年に一度だけ冬に

機械による草刈りが行われるため、いわゆる半自

然草原となっていて、早春のウグイスカグラやア

マナから晩秋のリンドウまで、季節毎に様々な植

物が開花して、私たちの目を楽しませてくれます。 

梅雨のこの季節は、毎年チダケサシが開花して、

淡いピンク色の花が、心を和ませてくれます。チ

ダケサシは、本州から九州の暖温帯中部から冷温

帯にかけて分布し、やや湿り気のある草地や林縁

などに生育するそうです。千葉県植物誌によれば、

千葉県内全域で見られるようです。 

一方、クズやヤマノイモなどツル類が伸びて、ヤマユリやタカトウダイなど他の植物に絡まってい

る光景がよく見られます。このような時には、保護植物を折らないよう、慎重に取り除きます。 

 

２ 夏至を過ぎれば、もう秋⁉ 

ヤマハッカ、アキノタムラソウ、アキカラマツなど秋の植物（？）たちの開花が始まりました。ヤ

マハッカはアキノタムラソウとともに短日植物（昼の時間が短くなると花芽を形成する仲間）なので、

夏至前後から開花が始まるようですが、アキカラマツは短日植物かどうか確認できていません。 

いずれも繁殖力も生育も旺盛なので、状況によっては除去対象となります。 

 

３ 湿生植物たち、どうする？ 

広場の南斜面は、房総丘陵（上総層群）の地形の特徴を反映して、地下水がしみ出ています。その

ため、春には渓流性のオオバタネツケバナが生育、開花します。 

今の季節、ハシカグサやアゼムシロ、セリなどが伸び始めていて、湿生植物保護区として保護柵を

設置するか否か迷うところです。昨年は、試みに保護柵を設けて放置したところ、ミズヒキやホトト

ギス、ヒナタノイノコズチ、ドクダミなどが繁茂

して、景観的に好ましい状況ではありませんでし

た。一昨年は、アカバナが多く発生したので、そ

れを中心に保全策を講じましたが、今年は確認で

きていません。 

チダケサシ開花 

ヤマハッカ アキノタムラソウ アキカラマツ 

アゼムシロ ハシカグサ 
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４ 除去対象植物の悩み 
モミジイチゴは、保全活動においてはトゲがケガの

もとになりがちなので、ついつい伐ってしまいがちで

す。気が付いてみると、アノとても美味しい実が、手

の届く高さで見られなくなっていたり・・・ 

ヤマテリハノイバラは、やはり伐ってしまうことが

重なって、気が付いたらアノ白い大きな花が見られな

くなってしまったり・・・ 

ススキは、保護対象植物を覆ってしまうので、往々

にして除去対象にしますが、気が付いてみると、秋の

ススキの穂の風情が見られなくなっていたり・・・ 

キンミズヒキやヌスビトハギは、秋の開花後のヒッツキ虫がうっとうしいので、今のうちに刈って

しまおうか？・・・などなど、除去対象植物の判断、見極め、なかなか悩ましいところです。 

 

５ 『SDGｓの森』、生物多様性の深化！ 
 令和 3年 7月の大雨に伴う斜面崩落、表土流出をき

っかけに始めた『SDGｓの森』の取り組み、あれから

丸５年。半年ほど経って、アオキやマンリョウ、ヤツデ、

ヒサカキ、ヤブコウジ、オオアリドオシ、スダジイなど

の実生を、公園内の他所から移植しました。 

そして最近、イヌビワやヤマグワ、ニワトコ、シロダ

モなどの実生、ナルコユリの発生が確認されました。

そして新たなアオキの実生や、ヤブコウジの地下茎に

因ると思われる個体の増加も確認できています。 

いずれも希少種でも貴重種でもありませんし、森林

生態系の回復がほんの数年でできるものではありませんが、ゆっくりとすこ～しずつ、本来の森が再

生していく様子を自分の目で確認できるのは、とても貴重で楽しいできごとです。 

しばらくは保全作業が欠かせませんが、いずれは自然のまま（SDGｓ）に任せたいと思います。 

 

６ シシウドの不思議⁉ 
 『SDGｓの森』の内外に、シシウドが、以

前から多数生育しています。毎年行政による

草刈りが行われるのが開花後であることが幸

いしているのでしょう。デスガ、『SDGｓの

森』内では、今のところ除去対象です。 

 同種は本来、本州以南、温帯、暖帯の山地の

明るい草地に生育。千葉県では、沖積地を除く

林縁や草地に分布して、少ないそうです。つい

先日訪れた標高約 1,900m の入笠山（長野

県）の草地にもたくさん見られました。 

 何故、低標高の茂原公園？それも樹林内に

⁉とても不思議、ナゾ、そして興味深いです。 

 ヒメトラハナムグリやヨツスジハナカミキリ、アシナガバチの仲間が、蜜を求めて訪れていました。 

（記：茂原市 望月力智） 

美味しいモミジイチゴの実 
（令和４年６月初め） 

『SDGｓの森』に芽生えたナルコユリ（５月） 

シシウド開花 


